
験
を
重
ね
た
こ
と
が
業
績
の
大
き
な
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
最

後
に
、
国
王
の
外
科
医
と
な
っ
て
も
一
般
人
の
治
療
を
つ
づ
け
た
こ
と
、
床

屋
外
科
医
か
ら
医
師
と
し
て
最
高
の
地
位
を
得
た
の
ち
ま
で
も
続
く
苦
労
の

な
か
で
、
行
わ
れ
た
研
究
と
著
作
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

第
四
章
で
は
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
・
ハ
レ
の
業
績
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。

・
ハ
レ
の
臨
床
に
関
す
る
沢
山
の
業
績
の
中
で
、
鉄
砲
の
創
の
治
療
と
足
の
切

断
に
際
し
て
の
血
管
結
紮
は
有
名
で
あ
る
。
う
っ
か
り
読
む
と
、
パ
レ
が
は

じ
め
て
血
管
結
紮
を
行
っ
た
と
思
い
込
む
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
血

管
結
紮
と
い
う
方
法
は
す
で
に
七
世
紀
か
ら
あ
り
、
．
〈
し
は
焼
き
ご
て
に
か

わ
る
こ
の
方
法
の
正
さ
を
強
い
抵
抗
の
中
で
証
明
し
、
普
及
さ
せ
た
わ
け
で

あ
る
。こ

の
本
は
絵
図
・
写
真
も
多
く
と
て
も
読
み
や
す
い
。
一
気
に
読
破
で
き

そ
う
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
章
も
内
容
が
濃
く
、
一
行
も
お
ろ
そ
か
に
読
拳

と
ば
せ
な
い
力
作
で
あ
り
、
読
象
終
わ
っ
た
あ
と
、
さ
わ
や
か
な
満
足
感
が

残
る
本
で
あ
る
。
貴
重
な
絵
や
図
は
で
き
れ
ば
カ
ラ
ー
に
し
て
欲
し
か
っ
た

と
思
う
の
は
、
読
者
の
欲
張
り
な
望
み
か
も
し
れ
な
い
。

編
集
委
員
会
か
ら
こ
の
本
の
紹
介
を
と
い
わ
れ
た
と
き
、
ふ
た
つ
返
事
で

引
き
受
け
た
が
、
改
め
て
こ
の
本
を
読
尭
撮
っ
て
お
い
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ビ
デ

オ
を
糸
な
が
ら
、
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
を
引
き
受
け
て
し
ま
っ
た
と
い
う
思

い
で
、
今
は
す
こ
し
後
悔
し
て
い
る
。
こ
の
分
野
で
は
素
人
同
様
の
私
が
、

こ
の
本
の
本
当
の
内
容
を
正
し
く
紹
介
す
る
の
は
、
荷
が
重
す
ぎ
る
と
感
じ

た
か
ら
で
あ
る
。
言
葉
の
足
り
な
か
っ
た
点
は
さ
て
お
い
て
、
わ
が
国
の
外

科
の
原
点
で
あ
る
パ
レ
に
つ
い
て
の
、
こ
の
面
白
い
本
が
、
医
史
学
会
の
人

達
だ
け
で
な
く
、
学
生
や
若
い
医
師
達
に
、
さ
ら
に
は
一
般
の
人
々
に
も
広

く
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

（
山
本
修
三
）

〔
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
九
○
年
、
Ｂ
６
判
、
一
九
八
頁
、

定
価
七
八
○
円
〕

本
書
は
、
昭
和
五
十
八
年
発
行
の
『
大
正
細
」
以
降
、
『
昭
和
戦
前
細
』

「
昭
和
戦
中
終
戦
細
』
に
統
く
『
戦
後
編
』
の
第
一
分
冊
で
あ
る
。
第
二
、

第
三
分
冊
は
、
今
後
、
引
続
い
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。
編
纂

委
員
会
の
委
員
長
石
島
弘
氏
は
、
本
学
会
の
会
員
で
、
外
科
医
で
あ
る
が
、

医
史
学
者
で
も
あ
る
。

昭
和
二
十
年
か
ら
、
昭
和
四
十
年
度
ま
で
の
茨
城
県
医
師
会
史
で
あ
る
。

本
文
は
、
年
度
ご
と
の
記
録
、
記
載
に
な
っ
て
お
り
、
第
十
九
章
ま
で
の
章

だ
て
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
昭
和
二
十
年
代
か
ら
二
十
二
年
度
ま
で
は
、

敗
戦
直
後
の
通
例
で
、
文
書
、
資
料
が
不
足
し
て
お
り
、
第
一
章
「
新
生
医

師
会
の
設
立
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

従
来
の
茨
城
県
医
師
会
は
、
昭
和
二
十
二
年
六
月
二
十
三
日
に
解
散
し
、

新
生
医
師
会
は
、
同
年
十
一
月
一
日
に
、
法
的
に
成
立
し
た
。
本
書
の
中
心

は
、
第
二
章
昭
和
二
十
三
年
度
か
ら
第
十
九
章
昭
和
四
十
年
度
ま
で
の
医
師

会
の
活
動
史
で
あ
る
。
本
書
の
体
裁
、
内
容
の
配
列
は
、
概
ね
前
例
に
な
ら

っ
て
構
成
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
医
師
会
の
会
議
の
議
事
を
克
明
に
記
録

茨
城
県
医
師
会
史
編
纂
委
員
会
編

『
茨
城
県
医
師
会
史
』
八
昭
和
戦
後
編
ｖ
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あ
る
こ
と
の
印
象
を
も
っ
た
。

さ
ら
に
、
看
護
婦
の
需
給
問
題
で
あ
り
、
准
看
護
婦
養
成
へ
の
努
力
が
大

き
な
事
業
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
医
師
会
活
動
が
、
戦
後
の
医
療
行
政
に

対
応
し
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
医
師
会
の
活
動
に
強
く
結
び
つ
い
た
も
の
で

険
に
か
か
わ
る
諸
問
題
が
、
特
に
目
に
付
く
。

医
師
で
も
な
い
私
に
「
紹
介
」
せ
よ
と
編
集
委
員
会
か
ら
の
依
頼
が
来
て
、

と
ま
ど
っ
た
も
の
の
、
医
学
界
の
外
の
人
間
が
、
医
師
会
な
る
も
の
を
眺
め

る
の
も
よ
い
と
考
え
て
、
執
筆
し
た
。
昭
和
二
十
年
代
か
ら
の
茨
城
県
医
師

会
の
活
動
、
対
応
は
、
は
や
い
時
期
の
医
薬
分
業
問
題
、
現
在
ま
で
続
く
保

こ
こ
で
、
日
本
医
師
会
、
茨
城
県
医
師
会
の
活
動
に
つ
い
て
、
ど
う
こ
う

い
う
つ
も
り
は
な
い
。
ま
た
、
本
書
の
紹
介
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
私
は
、

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

巻
末
八
五
七
頁
か
ら
九
○
一
頁
は
「
茨
城
県
医
師
会
史
（
昭
和
戦
後
編
）

関
係
年
表
」
で
あ
る
。
昭
和
二
十
二
（
一
九
四
七
）
年
か
ら
昭
和
四
十
（
一

九
六
五
）
年
ま
で
の
年
表
で
あ
る
。
「
県
医
師
会
関
係
事
項
」
、
「
衛
生
行
政

関
係
事
項
」
、
「
一
般
事
項
」
に
分
け
、
三
段
に
し
た
形
で
表
示
し
て
い
る
。

巻
末
九
○
一
二
～
九
一
三
頁
は
「
人
名
索
引
」
、
九
一
四
～
九
一
三
頁
は
「
事

項
索
引
」
で
あ
る
。
巻
頭
に
茨
城
県
医
師
会
長
の
小
川
清
氏
の
「
序
」
、
巻

末
に
編
纂
委
員
長
の
石
島
弘
氏
の
「
あ
と
が
き
ｌ
戦
後
医
師
会
の
流
れ
を
顧

糸
て
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
頭
に
は
、
六
頁
に
わ
た
り
、
歴
代
会

長
の
肖
像
写
真
が
各
一
頁
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
昭
和
二
十
五
年

九
月
、
昭
和
三
十
七
年
八
月
に
新
築
さ
れ
た
医
師
会
館
の
二
枚
の
写
真
が
一

頁
の
中
に
載
せ
ら
れ
、
医
師
会
の
活
動
が
写
さ
れ
た
写
真
二
枚
が
最
後
の
頁

に
見
ら
れ
る
。

近
年
各
地
の
医
師
会
で
続
を
刊
行
さ
れ
て
い
る
医
師
会
史
に
つ
い
て
の
私
の

関
心
を
表
明
し
た
い
。

医
史
学
研
究
会
は
、
医
療
史
研
究
を
柱
に
し
た
学
会
で
あ
る
が
、
日
本
医

史
学
会
、
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
も
、
決
し
て
そ
れ
を
除
外
す
る
も
の
で
は

な
い
は
ず
で
あ
る
。
中
央
の
歴
史
研
究
に
片
寄
り
が
ち
で
あ
っ
た
史
学
に
お

い
て
、
地
方
へ
の
視
点
が
欠
け
る
反
省
が
あ
る
昨
今
、
地
方
の
医
学
史
資
料

と
し
て
、
医
師
会
史
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
、
私
は
本
書
の
紹
介

を
引
受
け
た
。

（
矢
部
一
郎
）

〔
茨
城
県
医
師
会
、
一
九
九
○
年
、
Ａ
５
判
、
九
四
二
頁
、
写
真
八
頁
、

非
売
品
〕
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